
 

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事 

設計図書に関する質問への回答（第 1回） 

 

 

 

 

 

令和 4年 11 月 2 日 

大 月 市 

 

 

 ※この回答は、令和 4年 10 月 25 日から令和 4年 11 月 22 日までの間で受け付けた設計図書に関する質問に対する回答を公表する

ものです。 

※質問・意見の内容は、基本的に事業者からの原文のままを転記していますが、１つの文章に複数の質問があった場合は分割して

回答しています。 



No 項　目 質問事項 回　答 回答時期

1

採用経費区分について 経費区分（ 道路維持or橋梁保全or・・・・）は何

を採用されていますか。

河川・道路構造物工事を採用しています。

第1回目

2

生コンクリートの夜間単価につい

て

生コンクリートの夜間出荷については生コンプラ

ントの夜間稼働基本料金と生コンクリート自体の

夜間出荷割増が必要です。基本料金は第0008号

工種明細書で確認出来ますが、夜間出荷割増 @

5,000-/m3 は 第0006号及び第0007号工種に計

上されていますか。

割増は計上しています。

第1回目

3

床掘り機械の搬入について ①図面番号13/14施工要領図では床掘り機械

0.45BHを25tクレーンで搬入する計画となってい

て最大重量8.０tと記されていますが、0.45BHの

総重量は約13t以上です。分解組立が設計計上さ

れていませんが如何お考えでしょうか。

②8.0t未満のBHは0.2m3級以下となります。現

設計思想での0.4BHから0.2BHでの施工となる場

合は、土工全体の施工歩掛りについては変更して

頂けますか。

コンサルに確認し誤謬であることが判明しました。

25ｔクレーンにて0.45BH搬入可能です。

第1回目

4

床掘り土砂の扱いについて ①床掘り土砂、約1,040m3の搬出は見込まれて

いませんが近傍に仮置きが可能とお考えでしょう

か。

②近傍へ仮置きをお考えの場合は具体的な計画を

ご教示願います。

③仮置き等が不可能な場合は一時搬出・運搬仮置

き・埋戻再搬入・残土処理等々が必要となります

が、変更協議は可能でしょうか。

市道上等への仮置きを考えていますが、仮置きしきれ

ない場合は変更協議可能です。

第1回目



No 項　目 質問事項 回　答 回答時期

5

施工資機材の搬入について ①資機材の搬入として41.3t , 搬出として16.9t

がそれぞれ見込まれていますが、品目等々の詳細

が不明なためご教示をお願い致します。

②施工に当たっては全ての資機材を搬入出しなけ

ればなりません。①の内容は不明ですが、①に含

まれていない場合の仮設材・型枠材・施工機器

等々の搬入出も必要となりますが、実数に応じた

精算変更は可能でしょうか。

搬入は鉄筋24.39ｔ、型枠2.84ｔ、足場7.42ｔ、支

保6.63ｔ搬出は型枠2.84ｔ、足場7.42ｔ、支保6.63

ｔとなっています。

第1回目

6

設計歩掛りについて 現設計では市場単価及び施工パッケージ単価を多

く採用されていますが、当現場で標準歩掛りでの

施工（ 土工・鉄筋工等 ）が確保出来ないと思わ

れますが、その場合は積上げ歩掛けへの変更は可

能でしょうか。

変更は不可です。

第1回目


